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目

弐

満
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印
砂
川
北
の
特
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性
と
帰
山
問
題
:
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:
・
法
準
博
士

1凡t
与ユ哲三

'会ミ

(/) 

負
{責
と
負
搭
官旨
ブJ

法

翠

w 

現
代
枇
命
壌
に
於
け
る
パ
レ
ト
枇
合
阜
の
地
位
-
t
i
-
-
-
j
i
-
-
:・:
j
i
-
-
e
t
:
・
・
文
晶
子
博
士

ヰ拠
点
(/) 

陪j

fJt 
戸、

而冊1

維
持
皐
博
士

資
際
止交
う賓
と
Jle5c 
策
j京
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終
済
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博
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一
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紘
新
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沼
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於
け
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・
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:
j
i
-
-
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・
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:
・
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a
a
i
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博
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レ
l
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の
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円
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-
-

-T
惇
B

本
円
い
一

点
小

h
u
n
ρ
;
1

ア
ゲ
ら
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
白
川
村
淀
此
命
白
川
会
的
権
小
川
に
此
い

J

4

4

H

H

料
消
山
内
Y
J

工
場
内
界
働
者
数
育
事
業
の
目
的
・

統
持
団
吊
ナ

7

フ
タ
リ
ヨ
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の
貨
幣
心
理
論
に
就
い
て

:
:
:
j
i
-
-
:・・:・
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:
j
i
-
-
:
:
:
料
情
皐
士

何
台
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す
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9

ス
ト
の
圏
民
生
産
力
説

四

リ

ス

の

園
民
生
産
力
説

ト

白

杉

?、
J

白
H
H

庄

四・l

経
済
製
史
の
上
か
ら
一
般
的
に
言
つ
で
、
進
歩
的
な
経
済
皐
者
は
線
て
直
接
に
か
間
接
に
か
人
間
生
活
を
向
上
せ
し
め
る
た
め
に

経
済
的
生
産
力
を
登
展
せ
し
め
る
と
い
ふ
と
と
を
賓
践
的
闘
心
と
し
て
来
た
の
で
る
る
が
、
特
に
そ
れ
と
直
接
且
つ
自
質
的
に
経
済

皐
の
中
心
問
題
と
し
た
所
の
一
人
と
し
て
我
K

は
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
リ
ス
ト

(
司
ユ
白
色
一

-nr
円一

ω門
回
一
可
∞
中
l
l
H

∞
や
品
)

を
皐
げ
る
と
と
が
出

来
る
。

こ
の
意
味
で
リ
ス
ト
園
民
生
産
力
説
(
吋
Z
E
E
-
2
2己
5
5
r
v
B品ロ
E
=
r一
回
『
円
。
)
の
考
察
は
リ
ス
ト
研
究
の
一
項
目
で
友
貯

れ
ば
な
ら
た
い
。

の
み
左
ら
守
、
最
近
ド
イ
ツ
の
撃
界
に
於
て
り
ス
ト
復
興
と
い
ふ
こ
と
が
言
は
れ
、

リ
ス
ト
は
図
民
枇
舎
主
義
の

先
駆
者
と
し
て
捨
が
れ
さ
へ
て
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
リ
ス
ト
を
軍
に
保
護
貿
易
の
理
論
家
・
政
策
家
と
し
て
E
は
な
く
、
又
歴
史
間
帯

派
の
阜
な
る
先
騒
者
と
し
て
ピ
も
左
く
て
、
同
時
に
ド
イ
ツ
的
友
科
率
的
図
民
経
済
撃
の
創
設
者
と
み
、
そ
れ
を
褒
展
せ
し
め
て
新

し
い
岡
氏
経
済
撃
を
再
建
せ
ん
と
す
る
試
み
が
る
&
。
所
で
リ
ス
ト
の
利
息
一
白
図
民
経
済
事
は
と
い
へ
ば
、

そ
れ
が
他
友
ら
ぬ
岡
氏

生
産
力
訟
で
る
る
。
従
っ
て
リ
ス
ト
国
民
生
産
力
説
の
理
解
と
吟
味
は
ド
イ
ツ
に
於
け
る
一
派
の

フ
ァ
シ
ズ
ム
経
済
撃
を
判
断
す
る

上
の

の
手
が
か
り
と
も
な
る
で
あ
ら
う
。

さ
て
、

H
ス
ト
が
生
産
力
と
い
ふ
の
は
富
を
創
造
す
る
力

R
E
P・
同
日
口

F
5
5
0「

E
R
F
J『
問
。
ロ
)
或
は
物
質
的
官
を
獲
得
す
る
力

:、i
f
i

£
T

A

h

，
 

:F. -Lenz，I Aufriss d目 poJit...Okonomie， Stuttgart u. Bedin 1927; A. Sommer， 
F. Lists System d. poHt. Okonomie， List-Studien Bd. L Jena I927; E. Salin， 
Geschich.ite d. Volkswirtsch.aftslehre， 2. Aufl. 1929， S. :?8官 100 ff.， A. Som-
mer， Dt::r W <lndel des Wissenscb.a.ftsbildes F. Lists， Schxnollers Jal甘 buch'935. 
Heft 3.又畢史的にか A る List取は E. D邑hring，K:ritische Geschichte d 
Nat-ok. u. d. Sozialismus， 1871， S. 303 ff. u. a. :&..び H.C.C町 ey，Principles 



t
p
k華
麗
聾
「

気‘J 

の
こ
と
で
あ
る
。
叉
そ
れ
は
宮
の
原
因

(
C『
富
島

g
L
Z
F一円
F
Z
g回
)
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
生
産
力
は
宮
そ
の
も
の
と
は
異

っ
た
も
の
で
あ
り
、
遥
か
に
重
要
た
も
の
で
あ
る
。
苦
し
宮
を
も
つ
こ
と
少
〈
と
も
生
産
力
を
も
て
ば
富
裕
と
た
り
・
宮
を
失
ふ
と

も
生
産
力
は
そ
れ
を
補
償
す
る
か
ら
で
あ
る
。

乙
の
と
と
は
個
人
に
つ
い
て
も
図
民
に
つ
い
て
も
い
へ
る
。
彼
が
問
題
に
す
る
の
は

関
民
生
産
力
で
あ
る
。

そ
れ
は
岡
氏
の
富
を
創
浩
・
獲
得
す
る
力
又
は
図
民
の
宮
の
原
因
と
解
さ
れ
よ
九
。

そ
れ
に
つ
い
て
伎
は
立

入
っ
た
説
明
を
た
し
て
ゐ
な
い
が
、
彼
は
図
民
生
産
力
の
源
泉
(
(
M
E
}
富
島
2

2
主
C
E
S
S
L
与
を
吉
日
目
。
)
に
つ
い
て
は
か
一
段
り
詳

し
く
論
ム
、
そ
れ
を
纏
め
て
四
と
し
て
ゐ
る
。
日
〈
。
一
国
民
は
そ
の
生
産
力
を
、

諸
個
人
の
精
神
的
並
に
肉
樫
的
諸
力
、
或
は
そ

の
社
命
目
的
・
市
民
的
並
に
政
治
的
諸
状
態
及
び
諸
制
度
、
或
は
間
四
民
の
使
用
し
得
る
自
然
宮
源
、
或
は
そ
の
所
有
す
る
用
具
印
ち
以

か
ら
汲
取
る
じ
と
。
げ
人
彼
は
じ

前
の
精
一
利
附
訪
一
に
肉
酬
閥
的
努
力
の
物
質
的
生
産
物
{
物
質
的
な
る
民
業
資
本
・
工
業
哨
河
湾
並
に
向
業
資
本
)
・

れ
ら
を
夫
K
(
ご
個
人
的
生
産
力
、
(
二
)
枇
曾
的
並
に
政
治
的
生
産
力
、

と
も
呼
ん
で
ゐ
る
。

(
三
)
自
然
生
産
力
、

(
四
)
用
具
力

2
2
E
E
g
g
s
-
r
E
Pゆ
)

個
人
的
生
産
力
と
は
個
人
の
肉
樫
的
並
に
精
神
的
諸
能
力
の
こ
と
で
あ
る
。
我
々
は
そ
れ
を
努
働
力
と
解
し
て
上
い
。
努
働
力
の

設
現
た
る
努
働
を
リ
ス
ト
が
閣
民
の
宮
の
原
因
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
然
し
ス
ミ
ス
が
持
働
の
み
を
図
民
の
宮
の

と
れ
に
反
針
し
持
働
以
外
の
原
因
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
自
然
生
産
力
に
つ
い
て
は
問
題
は
た
か
ら
う
。

原
悶
と
し
た
と
解
し
て
、

た
Y
リ
ス
ト
が
図
民
領
土
の
自
然
的
性
質
を
強
調
し
、
そ
れ
を
温
帯
と
熱
帯
と
に
分
け
.
前
者
の
多
様
た
自
然
富
源
を
重
闘
し
、
湿

帯
に
の
み
工
業
が
可
能
で
あ
っ
て
、
熱
帯
の
自
然
生
産
力
は
温
帯
の
工
業
に
奉
仕
す
べ
き
で
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
る
の
は
注
意
を
要
す

る
。
次
に
用
具
力
と
い
ふ
の
は
物
質
的
資
本
或
は
物
質
的
生
産
手
段
の
と
と
で
あ
る
。
彼
は
資
本
を
物
質
的
資
本
と
精
紳
的
資
本
と
に

P
Z
ト
の
園
民
生
産
力
詑

二
三
五

r841) (1. Aufl. 
of Social Science 18'3， vol. 2. p. 80 f.に品られ革。
F. List， Das no.tionale System der pojit四 hen Okonomie， 
heraus. v. Waentig， 1904， S. 220-，:<:1. 
a. a. O. S. 223伍

a. :1. O. S. 322・
a. a. O. S. 292 ff. 



日
完
ト
の
函
民
生
産
力
説

一-
~ 
r、

分
つ
。
精
紳
的
資
本
と
は
人
格
に
つ
き
纏
ふ
所
の
、
或
は
諸
個
人
が
枇
舎
的
市
民
的
並
に
政
治
的
欣
態
か
ら
汲
取
る
所
の
精
神
的
並

に
肉
醐
情
的
諸
力
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
と
れ
は
所
謂
枇
舎
的
並
に
政
治
的
生
産
力
で
る
る
。
共
に
物
質
的
資
本
を
彼
は
農
業
委
本

工
業
資
本
及
び
商
業
資
本
に
分
ち
、
叉
私
的
資
本
と
国
民
資
本
と
を
区
別
す
る
。
用
具
刀
と
し
て
彼
が
問
題
に
す
る
の
は
物
質
的
園

民
資
本
で
あ
る
。
そ
れ
は
丸
ミ
ネ
ヰ
す
が
考
へ
る
如
く
交
旗
倍
、
値
の
純
計
で
は
左
く
、
叉
皐
に
節
約
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
も

物
質
的
同
氏
茨
木
の
品
川
i

大
は
岡
氏
的
精
帥
資
本
の
明
大
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
、
農
業
資
本
の
食
生
は
工
業

資
本
の
愛
生
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
。
又
そ
の
逆
の
関
係
も
あ
る
。
而
し
て
商
業
資
本
は
農
工
業
資
本
の
媒
介
者
で
あ
る
と
。

一Z
A

O

7

1

 
リ
マ
ヘ
卜
+
抗
争
五
七
。

-
一
一
=
E
l
〆

以
上

の
個
人
的
生
産
力
・
自
然
生
産
力
・
用
具
カ
は
普
通
弊
働
力
・
自
然
又
は
土
地
及
び
資
本
と
し
て
生
産
要
素
と
さ
れ
、
生
産
力
の
契
機

と
さ
れ
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
リ
ス
ト
の
謂
ふ
園
民
生
産
力
を
し
て
図
民
生
産
力
た
ら
し
め
る
も
の
は
そ
れ
ら
で
は
な
く
て
、
枇
合

的
並
に
政
治
的
生
産
力
で
あ
る
。
又
と
れ
が
彼
の
生
産
力
設
を
最
も
特
色
づ
け
る
。
に
か
ら
こ
れ
に
つ
い
て
は
突
に
詳
し
く
述
べ
よ

う

一ー

所
謂
枇
曾
的
並
に
政
治
的
生
産
力
と
は
、
持
働
力
・
自
然
カ
・
資
本
等
の
生
産
諸
力
を
規
定
し
て
園
民
生
産
力
た
ら
し
め
る
所
の
経

済
的
・
政
治
的
・
法
律
的
・
精
神
的
等
の
一
切
の
枇
合
関
係
で
あ
る
。
か
L
る
枇
曾
闘
係
が
図
民
生
産
力
の
源
泉
と
さ
れ
る
の
は
、
そ

れ
が
生
産
諸
力
を
園
民
的
た
ら
し
め
る
僚
件
で
あ
り
、
そ
の
限
り
園
民
生
産
力
を
創
造
す
る
か
ら
で
る
る
。
而
し
て
枇
合
的
並
に
政

治
的
生
産
力
は
既
に
述
べ
た
如
く
精
神
的
資
本
と
も
い
は
れ
、
間
甲
問
・
事
術
・
道
徳
・
宗
教
等
の
意
識
形
態
を
も
含
ん
で
ゐ
る
が
、
特

に
重
要
友
の
は
経
済
関
係
及
び
政
治
的
法
律
的
諸
関
係
で
あ
る
。

i
-
v
j
 

a. a. O. S. 223-24， 292 ff. 
a. a. O. S. 68庄 306ff 
a. •• o. S・323-28.

6) 
7) 
8) 



連
勝
按
雪
母
性
宅
喜
子
ぶ

手

.'o 
州

そ
こ
で
先
づ
考
へ
ら
る
ぺ
き
は
、
政
治
的
並
に
法
律
的
の
園
民
社
合
開
係
を
前
提
す
る
と
同
時
に
そ
の
基
礎
で
あ
る
所
の
経
済
閥

係
で
あ
る
。
そ
れ
は
普
通
、
労
働
力
・
自
然
叉
は
土
地
・
資
本
と
並
ん
で
生
産
要
素
と
さ
れ
る
努
働
又
は
産
業
組
織
で
あ
っ
て
、

u、
l"i 

ピ
国
民
の
生
産
関
係
で
あ
る
。
か
L

る
も
の
と
し
て
リ
ス
ト
が
考
へ
て
ゐ
る
の
は
分
業
で
る
る
.
。
八
刀
業
は
種
K

の
作
業
の
多
く
の
倒

人
へ
の
分
割
で
あ
る
が
、
而
も
同
時
に
種
々
の
活
動
船
意
見
。
力
等
の
共
同
的
生
産
の
た
め
の
結
合
で
も
あ
る
。
郎
ち
分
業
は
同
時
に

協
業
で
あ
る
。
而
し
て
作
業
の
生
産
性
の
根
擦
は
翠
に
八
刀
剣
に
で
は
友
く
て
、
本
質
的
に
は
協
同
に
あ
る
。
分
業
の
利
盆
は
作
業
分

割
に
で
は
な
く
て
、
一
丸
一
品
ロ
印
叫
b
動
れ
か
山
岳
島
掛
か
仏
協
A
V
K
原
因
す
る
。
同
じ
こ
と
は
闘
民
経
済
の
会
鰻
に
つ
い
て
も
言
へ

る
。
印
ち
図
民
経
済
に
は
、
閣
民
的
分
業
と
岡
民
生
直
力
の
結
合
一
色
ゆ
ヨ

g
E
r
p
M
-
5
3伺
乙

2

C
ヨウ
7
3
3唱。戸一
E
H
O
P
E
L
L
F

9
 

同

gang丘
一
。
口
弘
司

Z
柱
。
ロ
弘
C
M
C
L
c
r
p
r
E
目
立
と
い
ふ
こ
と
が
行
は
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
闘
民
社
舎
に
閥
民
一
耐
耐
が
粛
さ
れ

工
業
製
品
が
得
ら
れ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
従
っ
て
一
国
民
の
祉
曾

欣
態
は
一
般
に
介
業
と
生
産
力
の
結
合
と
い
ふ
原
通
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
ね
ば
友
ら
お
。

る
の
は
、
恰
も
一
工
場
に
於
て
分
業
と
生
産
力
結
合
の
結
旧
市
、

リ
ス
ト
が
園
民
的
分
業
と
し
て
観
る
の
は
、
精
神
的
職
業
ム
」
物
質
的
職
業
、
物
質
的
峨
業
の
農
工
商
業
へ
の
分
割
で
あ
る
。

日
〈
、

「
園
民
に
於
け
る
最
高
の
分
業
は
精
神
的
峨
業
と
物
質
的
職
業
と
の
分
割
で
あ
る
」
と
。
而
し
て
一
用
者
は
制
約
し
合
ふ
。
次
に
.
「
物
質

的
生
産
に
於
け
る
最
高
の
分
業
と
生
産
諸
力
の
結
合
は
農
業
と
工
業
と
の
そ
れ
で
あ
る
3

」こ
k

に
於
て
も
雨
者
は
制
約
し
合
ふ
。
而

及
び
そ
れ
ら
の
特
殊
部
門
の
問
の
媒
介
者
で
あ
る
。
農
工
業
の
分
業
に
基
い
て
、
図
民
生
産
力
は
農
業

生
産
力
或
は
農
業
力
と
工
業
生
産
力
或
は
工
業
力
と
に
分
け
ら
れ
る
。
雨
者
の
闘
採
に
つ
い
て
は
、
「
同
一
の
政
治
的
樺
力
の
下
に
結

合
さ
れ
た
る
同
一
岡
氏
に
於
け
る
農
業
力
と
工
業
力
と
は
永
遠
の
平
和
の
裡
に
生
き
、
戦
争
と
外
闘
の
政
策
に
よ
っ
て
そ
の
相
互
作

し
て
商
業
は
農
業
と
工
業
、

F
Z
ト
の
闘
民
生
産
力
説
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リ
ス
ト
の
関
民
生
産
力
詑

二
三
凡

用
を
撹
鈍
さ
れ
歩
、
従
っ
て
図
民
に
劃
し
て
隔
祉
・
文
明
並
に
勢
力
に
於
け
る
不
断
の
進
歩
を
保
誰
す
る
こ
と
が
出
来
る
じ
と
一
冨
ふ
。

而
も
彼
は
工
業
生
産
力
を
以
て
闘
民
生
産
力
の
基
礎
と
た
し
、
国
民
生
産
力
の
源
泉
に
針
す
る
工
業
力
の
影
響
と
い
ふ
形
で
闘
民
生

産
力
識
を
展
開
し
、
工
業
力
の
育
成
に
上
っ
て
図
民
生
産
力
は
最
も
よ
〈
発
展
し
、
農
業
も
繁
楽
す
る
と
説
J
V
』
更
に
紋
は
農
エ
業

の
悶
際
的
分
業
を
も
み
て
ゐ
る
。
が
と
L
で
は
と
れ
ら
の
黙
に
立
入
る
ま
い
。
向
彼
は
闘
民
的
分
業
並
に
闘
民
生
産
力
の
総
合
は
、

生
産
諸
力
の
均
衡
又
は
調
和
左
前
提
す
る
と
考
ヘ
ザ
由
。

生
産
諸
力
の
均
術
と
い
ふ
の
は
惚
て
の
生
能
力
が
相
主
K
尚一

ιな
闘
係
に
あ

る
と
い
ふ
と
と
で
る
る
。
そ
れ
が
た
め
に
は
、
私
的
利
益
が
岡
氏
利
錠
に
従
属
せ
し
め
ら
れ
、
同
時
に
生
存
す
る
諸
個
人
並
に
相
績

〈
世
代
が
同
一
目
標
に
向
っ
て
努
力
し
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
。
そ
の
時
に
初
め
て
園
民
は
生
産
諸
力
を
調
和
的
に
愛
展
せ
し
め
、
私

的
産
業
は
繁
柴
す
る
で
あ
ら
う
。

そ
こ
で
闘
民
的
介
業
並
に
生
産
諸
力
の
図
民
的
結
合
と
い
ふ
岡
氏
の
生
産
関
係
は
政
治
的
・
法
律
的
の
諾
闘
係
を
前
提
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

リ
ス
ト
が
枇
曾
的
並
に
政
治
的
生
産
力
に
於
て
最
も
重
腕
ず
る
の
は
政
治
的
並
に
法
律
的
諸
閥
係
で
あ
る
。
差
し
生

産
諸
力
は
総
て
図
民
の
園
家
的
統
了
永
績
・
勢
力
・
法
律
そ
の
他
の
公
共
施
設
を
前
提
す
る
と
考
へ
て
ピ
あ
る
。

と
の
こ
と
を
一
不
ナ

特
徴
的
危
言
葉
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

「
諸
岡
民
の
生
産
諸
力
は
た
ピ
に
諾
側
人
の
勤
勉
・
節
約
・
道
徳
性
並
に
知
性
、
或
は
物
質
的
資
本
の
所
有
に
よ
ワ
て
制
約
さ
れ
る
の
品
な
ら
ず
、
ま
た

赴
合
的
・
政
治
的
・
布
民
的
制
度
並
に
法
律
に
よ
っ
て
、
而
し
て
就
中
園
民
控
の
永
績
・
狗
立
並
に
勢
力
の
保
障
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
。
如
何
に
諸
個

人
が
勤
勉
・
節
約
・
愛
明
的
に
し
て
、
企
業
心
に
宮
崎
世
、
道
徳
的
に
し
て
聴
明
で
あ
ら
う
と
も
、
関
民
的
統
一
・
園
民
的
分
業
・
生
産
詩
力
の
図
民
的
結

合
な
〈
し
て
は
、
困
民
は
決
し
て
高
度
白
富
裕
と
勢
力
止
を
獲
得
せ
ぬ
で
あ
ら
う
し
、
又
そ
の
精
榊
的
・
一
枇
曾
的
並
に
物
質
的
財
費
を
確
保
し
待
な
い

で
あ
ら
引
o

3. 3. O. S. 292 ff. 
a. a. O. S. 251-52， 254-55， bg. 
a. 3. O. S. 66. 
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「
私
的
産
業
は
、
も
し
公
白
事
情
が
不
都
合
で
あ
る
な
ら
ば
、
貿
易
・
産
業
及
び
囲
気
宮
に
閤
民
盤
。
宮
を
支
持
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
又
個
人
ほ

そ
の
生
産
力
の
大
部
分
を
政
府
の
政
治
組
織
並
に
閣
民
の
勢
力
か
ら
受
取
る
自
で
あ
る
。

「
図
民
の
勢
力
は
宮
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。
:
・
:
園
民
の
勢
力
ほ
新
し
い
生
産
手
段
を
開
愛
す
る
カ
で
あ
り
、

そ
し
て
生
産
力
は
宮
が
生
長
ナ
る
樹

で
あ
り
、
果
貨
を
究
ら
せ
る
樹
は
呆
寅
そ
の
も
の
よ
P
も
債
値
あ
る
も
り
だ
か
ら
で
あ
る
。
勢
力
は
官
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
闘
民
は

勢
力
に
よ
っ
て
生
産
的
源
泉
を
開
設
す
る
ば
か
り
で
な
〈
、
昔
の
及
び
彼
等
が
以
前
に
獲
得
し
た
官
の
所
有
を
維
持
す
晶
か
ら
、
叉
勢
力
の
反
謝
印
ち

無
勢
力
は
、
我
々
が
所
有
す
る
総
て
り
も
の
を
、
間
早
に
官
の
み
な
ら
ず
、
我
々
。
文
化
・
我
々
の
自
由
・
一
骨
我
々
の
闘
民
的
濁
立
を
さ
へ
、
我
々
よ
り
も

優
れ
た
勢
力
を
も
つ
も
り
L

手
に
鼠
せ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。

「
キ
リ
ス
ト
教
、

一
夫
一
時
制
、
奴
持
制
並
に
農
奴
制
の
儲
阻
止
、
王
位
の
芋
殿
、
字
母
文
字
・
印
刷
機
・
郵
便
・
貨
幣
・
度
量
街
・
暦
及
び
時
計
の
援
明
、

治
安
警
察
、
自
由
土
地
所
有
制
の
採
州
、
交
油
機
関
は
生
康
カ
の
時
一
か
な
源
泉
で
あ
b
。
こ
の
こ
と
を
納
得
す
る
た
め
に
は
欧
側
諸
閣
の
欣
態
と
、
ア

J
J

ア
諸
幽
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
み
さ
へ
す
れ
ば
よ
い
。
忠
畑
出
並
に
良
心
の
白
向
の
闘
民
生
産
力
に
到
す
る
影
響
告
知
る
た
め
に
は
英
闘
の
腿
史
正
月

イ
イ
ン
叩
，
T
れ
と
を
読
ん
♂
み
さ
二
q
d

れ
ば
-
d
h
r
o

訴
訟
の
公
開
・
陥
掛
裁
剣
・
議
官
に
よ
る
立
法
・
岡
山
品
行
政
に
刻
す
る
民
衆
の
監
組
問
・
公
共
闘
蝉
叩
自

治
・
公
益
目
的
の
た
め
の
聯
合
は
、
立
議
諸
闘
の
市
民
並
に
岡
山
系
権
力
に
、
他
り
手
段
で
は
殆
ん
ど
得
ら
れ
な
い
所
の
力
の
総
和
を
奥
へ
品
。
生
産
刀

の
噌
減
に
大
小
の
影
響
が
及
ぼ
さ
れ
な
い
宇
う
な
法
律
或
は
公
共
施
設
と
い
ふ
も
の
は
殆
ん
ど
考
へ
ら
れ
な
い
叫

て
最土 3 
舎目
的で
並〉
戸生
LZ 産

活望
的 /J

E語
立

軍各
困吋

淘
民 4 ・
が:せ
園九

考
民 民内々
部』

れ
K 
」はた
てこ K 
よ過
--::! ;:ì-~ 

警長
:てご い

;二日f
~の

産
総

諾
て

力 。D
Oつ
幸吉 f岡
合人.. "" 
E量 生
就産
ナカ
"つ
長型車
-e- W-r 日巴

tこ 匂古

制は
約な
さ V、
;tL.。
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そ
れ
は
主
と
し

か
く
し
て
、

リ
ス
ト
の
所
謂
図
民
生
産
力
の
中
日
夜
或
は
基
礎
を
な
す
の
は
祉
合
的
並
に
政
治
的
生
産
力
で
あ
っ
て
、
後
者
の
骨
子

を
な
す
の
は
経
済
的
・
政
治
的
並
に
法
律
的
諸
関
係
で
る
る
。

そ
れ
ら
は
個
人
の
努
働
力
・
自
然
力
及
び
資
本
を
し
て
園
民
生
産
力
た

ら
し
め
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
白
韓
国
民
生
産
力
の
一
契
機
と
友
る
。
即
ち
、
僻
労
働
の
生
産
性
は
図
民
分
業
並
に
協
業

と
い
ふ
園
民
の
生
産
関
係
に
よ
っ
て
高
ま
る
。
土
地
の
生
産
性
も
園
民
領
土
の
自
然
的
性
質
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
、
而
も
輩
に
領
土

P
ス
ト

D
国
民
生
産
力
説
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り
λ

ト
の
園
民
生
産
力
説

四

O 

の
畠
然
的
性
質
に
よ
っ
て
血
ハ
へ
ら
れ
る
も
の
で
は
友
く
て
、
精
一
柳
的
並
に
物
質
的
算
働
・
資
本
及
び
一
般
に
祉
舎
の
完
成
に
土
っ
て

奥
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ

L
o
又
物
質
的
園
氏
資
本
の
形
成
も
既
に
述
べ
た
如
く
、
国
民
的
精
神
資
本
部
品
勺
杭
合
的
並
に
政
治
的
生
産

カ
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
。
而
も
園
民
生
産
力
は
工
業
カ
に
媒
介
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
も
よ
〈
稜
展
ず
る
。
そ
の
工
業
力
を
育

成
す
る
た
め
に
は
、
図
民
の
経
済
的
。
政
治
的
並
に
法
律
的
諸
関
係
を
務
革
・
調
整
し
て
岡
家
は
工
業
保
護
政
策
を
採
用
し
忍
け
れ
ば

た
ら
た
い
。

と
れ
が
リ
ス
ト
四
四
民
生
奇
力
説
の
精
髄
E
あ
る
。

乙

D
こ
と
を

E
り
上
く
哩

W
F
る
た
め
亡
民
毎
土
調
ミ
主
主
乃
花
江

〈

t

t

i

-

-

;

i

i

:

』

l
i
t
-
:
i
l

剥
立
せ
し
め
ら
れ
る
交
換
債
値
読
に
闘
す
る
彼
の
批
判
を
み
よ
う
。

ーー

リ
ス
ト
が
交
換
償
値
設
と
し
て
最
も
銃
く
批
判
す
る
の
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
並
に
そ
の
皐
沃
の
見
解
で
あ
弘
、
が
そ
れ
を
み
る
前

に
彼
の
重
商
主
義
並
に
重
農
主
義
観
を
一
瞥
し
て
沿
か
う
。
所
謂
重
商
主
義
は
岡
氏
的
立
場
に
於
て
、
交
換
償
値
の
現
在
に
於
け
る

一
園
民
の
産
業
・
貿
易
の
育
成
の
み
を
眼
中
に
長
い
た
。
彼
は
か
う
考
へ
、
重
商
主
義

Z
E
E
-
3え
O
B
)
と
い
ふ
稿
呼
は
誤
り
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
産
業
主
義

(
F
L
E
E
S
E
2
4
ム
一
呼
ぶ
。
然
し
そ
れ
が
軍
な
る
図
民

的
立
揚
に
立
っ
て
寓
民
的
立
担
割
を
全
然
波
却
し
た
と
の
批
判
は
既
に
み
た
。
次
に
重
農
主
義
又
は
農
業
主
義
。

利
得
又
は
損
失
を
全
く
顧
慮
せ
ヂ
、

(冨
O
T

フ
ラ
ン
ス
に
於
て
は

封
建
制
度
と
重
商
主
義
(
ヨ
ル
ベ
1
主
義
)
と
の
た
め
に
農
業
衰
類
し
、
そ
の
必
然
的
結
果
と
し
て
全
産
業
は
衰
類
し
た
。
農
業
を
そ
れ

ら
の
桂
棺
か
ら
解
放
し
注
げ
れ
ば
凶
民
同
祉
は
賓
現
さ
れ
得
・
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
識
者
は
農
業
が
宮
の
唯
一
つ
源
泉
で
あ
る
と
み

て
、
園
民
工
業
力
の
債
値
及
び
そ
れ
に
到
達
す
る
方
法
を
看
過
し
、
自
由
貿
易
の
高
民
的
原
理
を
以
て
綿
て
の
災
厄
を
治
癒
し
得
る

寓
能
葵
に
と
し
党
。
萱
し
彼
等
は
宮
廷
の
寵
臣
で
あ
り
、
貴
族
及
び
僧
侶
の
親
友
で
あ
っ
た
の
で
、
園
民
解
放
の
た
め
に
絶
針
搭
力

a目 a.O. S. 358 ff.， 306任
Listは主止して AdamSmith， J. B. Say について認型、 D， Ricardo に言
及ナる}!Jjーは繰めて少い。彼は Ricardoa::傍目読まなか?たゃうである。 Gide
et Rist， HjstoIre. p・3，6n 
Das nationale System， S. 458-59， 444丘拙稿「寓民組河野串と岡民経済畢ー-
Pストの図民経済皐にヲいて」経済論叢、第四一巻第四及び五競
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を
岡
崎
喝
事
す
る
と
を
も
山
川
市
消
宇
、
又
し
よ
う
と
も
せ
宇
、
改
草
案
を
望
遠
た
商
学
設
の
内
に
量
し
、
障
愛
・
と
寓
民
主
義
に
慰
籍
を
求
め
た

の
で
あ
る
u

ス
ミ
ス
は
重
農
主
義
の
寓
民
主
義
を
承
継
ぎ
、
閣
民
穂
並
に
国
家
権
力
を
侃
…
踊
し
た
。
そ
し
て
個
人
を
綿
て
を
創
治
す
忍
力
の
創

退
者
へ
昂
め
た
。
そ
れ
は
彼
が
創
治
す
る
力
で
は
な
く
て
、
創
造
さ
れ
た
も
の
即
ち
物
質
的
の
宮
或
は
む
し
ろ
そ
れ
が
交
換
に
於
て

も
つ
所
の
使
値
を
主
要
夜
研
究
針
象
と
す
る
と
と
に
よ
っ
て
ピ
あ
っ
た
。
即
ち
個
人
主
義
は
岡
氏
的
統
一
や
生
産
諸
力
の
闘
民
的
結

合
か
ら
禁
生
寸
る
諸
力
を
隠
蔽
す
る
た
め
に
唯
物
主
義
に
走
っ
た
。
遣
し
債
値
を
生
産
ず
る
の
は
個
人
で
あ
り
、
閣
家
は
慣
値
を
生
産

'

;

n

i

l

-

J

1

 

・1
Z
と
と
不
司
郎
氏

L
て、

そ
の
作
用
は
生
直
力
。
喋
起
咽
促
活
ん
阿
波
に
哨
滑
ら
れ

γ
る
佐
川
叶
た
い
か
ら
で
め
る
。

M
K

コ亡
h

h

M

一

c

fl
，
一
泊

L
Y

」
'qjr

換
使
低
説
は
、
交
換
慣
値
を
生
産
す
る
も
の
だ
け
を
生
産
的
と
し
て
、
図
案
に
債
値
の
生
産
性
を
認
め
友
い
の
は
勿
論
、
生
産
力
の

生
産
性
と
も
否
定
す
る
。
そ
し
て
生
産
力
の
育
成
を
自
然
・
偶
然
或
は
神
に
委
せ
る
。
又
そ
れ
は
部
分
的
分
業
・
私
的
資
本
の
増
大
に

よ
る
生
産
力
の
焚
展
の
み
を
み
て
、
園
民
的
分
業
・
園
民
工
業
の
勃
興
・
そ
れ
か
ら
起
る
外
園
貿
易
並
に
そ
の
結
果
た
る
生
産
力
の
増

大
に
は
何
ら
の
債
値
を
も
認
め
友
い
。
た
ピ
個
人
が
交
換
僚
値
を
得
さ
へ
す
れ
ば
そ
れ
で
い

L

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
商
人
的

視
結
に
立
っ
た
首
尾
一
貫
せ
る
吾
骨

L
誌
で
あ
か
。
ー
!
尤
も
ス
ミ
ス
は
そ
の
名
著
に
『
諸
国
民
の
宮
の
性
質
と
原
因
の
研
究
』
と
題

し
、
宮
と
そ
の
原
因
と
宇
一
区
別
し
て
ゐ
る
。
又
彼
は
そ
の
緒
言
に
、
岬
労
働
は
各
国
民
が
そ
の
宮
を
創
造
す
る
所
の
元
本
で
る
り
、
宮

の
増
大
は
大
部
分
持
働
の
生
産
力
即
ち
園
民
努
働
の
知
識
・
熟
練
並
に
合
目
的
性
の
度
合
と
生
産
的
従
業
者
数
と
不
生
産
的
従
業
者

数
と
の
割
合
に
依
存
す
る
、
と
述
ぺ
て
ゐ
る
ω

こ
L
で
は
彼
が
一
般
的
に
諸
図
氏
の
欣
態
は
主
に
そ
の
生
産
諸
力
の
徳
和
に
よ
っ
て

制
約
さ
れ
る
ム
」
い
ふ
こ
と
を
洞
察
し
た
こ
と
が
分
る
。
然
し
彼
は
重
農
主
義
か
ら
承
縫
い
だ
高
民
的
理
論
と
彼
自
身
の
輝
し
い
創
見

ヲ
ス
ト
の
園
民
生
産
力
詑

四

O. •• O. S. 452-54 
~. • O. S. 456-57・
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P
Z
ト
白
図
民
生
産
力
説

二
四
ニ

た
る
分
業
論
に
支
配
さ
れ
て
、
生
産
力
の
観
念
を
追
求
す
る
こ
と
が
出
来
た
か
っ
た
ー
そ
の
た
め
彼
は
、
唯
物
主
義
・
自
己
主
義
・
並

ス
ミ
ス
曲
学
派
が
交
換
債
値
設
以
外
の
も
の
を
教
へ
た
い
と
い
ふ
こ
と

に
利
己
主
義
に
陥
り
、
彼
の
墜
抵
の
誤
謬
の
基
を
た
し
た
。

は
、
彼
等
が
そ
の
撃
設
を
交
換
債
値
の
概
念
に
基
礎
づ
け
る
と
い
ふ
乙
と
の
外
に
、
そ
の
事
の
定
義
か
ら
も
明
か
で
あ
る
。
例
へ
ば

セ
イ
は
言
ふ
、
政
治
粧
品
何
撃
は
如
何
に
し
て
宮
部
ち
交
換
債
値
が
生
産
・
交
換
・
分
配
・
消
費
さ
れ
る
か
を
数
へ
る
所
の
阜
で
あ
る
、

と
。
又
マ
カ
ロ
ッ
ク
は
明
確
に
そ
れ
を
慣
値
の
壌
と
坪
び
、
近
代
英
図
の
諸
島
十
者
は
交
換
の
皐
で
あ
る
と
い
ふ
。
こ
れ
に
反
封
し
て

n
a
F

も
、
」
ド
》
A
1
2
3
1
吊

0

1
2
1
仁↑一
-
t
J

政
治
経
消
皐
は
た
『
山
早
に
如
何
に
し
て
交
換
債
依
が
諸
個
人
に
よ
っ
て
生
陸
・
交
換
・
分
配
・
消
費
さ
れ
る
か
の
串

で
は
た
い
、

と。

そ
れ
は
閤
民
の
金
生
産
力
が
如
何
に
し
て
喚
起
・
育
成
さ
れ
る
か
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

玖
日
抑
臨
・
政
寂
さ
れ
る
か
い
札
一
勧
寸
お
山
号
て
あ
あ

か
く
し
て
リ
ス
ト
は
ス
ミ
ス
に
始
る
墜
沃
を
産
業
主
義
と
呼
ぶ
の
は
誤
り
だ
と
し
て
、
交
換
依
値
主
義

2
4
E
E
Z
E一
庄
司
即
席
巴
)

と
呼
ぶ
。

交
換
債
値
説
と
園
民
生
産
力
説
と
の
相
違
は
、
先
づ
園
尽
の
富
並
に
生
産
的
と
い
ふ
慨
念
の
相
違
に
現
は
れ
る
。
債
値
設
は
直
接

に
物
質
的
宮
を
創
造
す
る
も
の
だ
け
を
生
産
的
だ
と
す
る
。
生
産
力
説
は
物
質
的
富
の
み
た
ら
や
、
生
産
力
を
創
造
す
る
も
の
を
生

産
的
だ
と
考
へ
る
。
例
へ
ば
法
や
秩
序
を
維
持
し
、
教
育
・
宗
教
・
皐
悶
・
萎
術
等
に
従
事
す
る
所
の
精
榊
的
弊
働
者
は
、
ス
ミ
ス
が
考

へ
た
如
く
、
債
値
設
か
ら
み
れ
ば
不
生
産
的
で
あ
る
。
尤
も
セ
イ
は
そ
れ
が
交
換
債
値
で
支
掛
は
れ
る
か
ら
生
産
的
に
と
い
ふ
。
然

し
交
換
債
値
で
支
排
ふ
と
い
ふ
こ
と
は
そ
の
所
有
者
の
交
替
に
過
ぎ
や
、

そ
れ
を
増
加
す
る
も
の
で
は
た
い
。
だ
か
ら
セ
イ
が
債
値

設
に
立
っ
か
ぎ
り
さ
う
言
ふ
の
は
矛
盾
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
り
セ
イ
よ
り
も
ス
ミ
ス
の
方
が
徹
底
し
て
ゐ
る
。
市
し
て
と
の
矛
盾
は

生
産
力
説
に
よ
っ
て
初
め
て
正
さ
れ
る
。
剖
ち
、
人
が
園
長
の
生
産
力
を
‘
交
換
債
値
の
所
有
で
は
な
ぐ
て
、
園
民
の
富
と
考
へ
る

3.. a. o. S. 220-22 

a. a. O. S. 225-26， 463-64・
a. a. O. S. 454 
L国は生産的と ν、」、概念を更に擁医して、i!i接に生産物又は生産力を創迭す
るもの Lみならず、生産と消費或は生産諸力 iこ!l't"t.る刺事与を創意1"る阜今も
生産的であると考へる。a..a.. O. S. 409 ff. 
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場
合
に
の
み
、
人
は
精
一
柳
的
持
働
者
を
生
産
的
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
ス
ミ
ス
が
工
業
者
に
生
産
性
を
附
奥
す
る
た
め
に
重
農
主

義
者
に
劃
し
て
富
の
概
念
を
讃
張
し
た
如
く
、
我
h

は
ス
ミ
ス
に
針
し
で
精
紳
的
券
働
者
に
生
産
性
を
附
奥
す
る
た
め
に
図
民
の
宮

の
概
念
を
生
産
力
に
ま
で
撹
張
し
た
け
れ
ば
左
ら
向
。
か
う
言
っ
て
リ
ス
ト
は
図
民
の
富
に
閲
す
る
新
し
い
主
張
を
た
し
て
ゐ
る
。

「
図
民
の
宮
は
交
換
債
値
の
所
有
に
で
は
友
〈
て
、
生
産
力
の
所
有
に
存
ず
る
、
恰
4

も
そ
れ
は
漁
夫
の
宮
が
魚
の
所
有
に
で
は
な
く

て
、
繕
績
的
忙
魚
に
謝
す
る
欲
望
を
充
足
す
べ
き
能
力
並
に
手
段
に
存
す
る
が
如
く
で
る
る
、
」
と
。
従
っ
て
図
民
の
繁
柴
は
園
民
が

官
邸
ち
交
換
債
値
を
蓄
積
し
た
程
犬
・
な
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
生
産
力
を
愛
展
せ
し
め
た
程
大
・
な
の
で
あ
る
。

次
忙
闘
民
生
産
カ
訟
は
、
右
の
如
き
岡
氏
の
宮
・
生
産
的
の
概
念
規
定
に
従
っ
て
、
図
家
活
動
も
生
産
的
で
る
り
、

一
切
の
図
民

壮
曾
閥
係
が
岡
民
生
産
力
の
源
泉
だ
と
す
る
。
と
れ
が
閣
民
生
産
力
一
誌
の
交
換
偵
他
説
か
ら
直
別
3
れ
る
最
も
重
要
注
瓢
で
あ
る
。

例
へ
ば
E

イ
は
法
は
首
位
制
り
得
れ
い
J
-
一一いつ

T
ゐ
7
Q

の
K
劃
し
て
、
リ
ス
ト
付
成
程
訟
や
公
共
施
設
は
直
接
に
は
債
位
を
創
造
し

得
友
い
。
然
し
そ
れ
は
生
産
力
を
創
造
す
る
と
言
向
。
か
く
の
如
く
、
従
来
の
撃
波
が
園
家
政
策
及
び
政
治
的
権
力
を
除
外
し
て
国

民
の
政
治
的
闘
係
を
顧
慮
し
泣
い
所
に
寓
民
的
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
経
済
撃
が
そ
の
研
究
封
象
を
償
値
と
交
換
と
に
限
定
し
て
、
資

本
・
利
潤
・
努
賃
・
地
代
等
の
概
念
に
岡
執
す
る
か
ぎ
り
、
と
れ
ら
の
物
質
的
寓
と
政
治
的
構
力
と
の
相
互
作
用
が
み
ら
れ
な
い
の
は

盟

、

首
然
で
一
あ
る
。
反
之
、
生
産
力
説
は
図
民
的
で
あ
る
。
却
ち
そ
れ
は
園
民
生
産
力
の
育
成
の
た
め
に
債
値
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
認

め
る
。

一
穂
闘
民
は
精
神
的
又
は
枇
曾
的
諸
力
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
物
質
的
富
を
犠
牲
に
し
一
な
け
れ
ば
な
ら
や
、
将
来
の
利
盆
を

確
保
す
る
た
め
に
は
現
在
の
利
袋
を
犠
牲
に
し
・
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば
保
護
闘
税
が
一
初
め
は
工
業
口
聞
の
債
値
を
高
め
る
と
い
ふ

と
と
は
員
賞
で
あ
る
。
然
し
時
日
の
経
過
に
つ
れ
工
業
力
が
務
達
し
た
暁
に
は
エ
業
品
が
外
固
か
ら
輸
入
さ
れ
る
よ
り
も
園
内
で
よ

F

ス
ト
の
図
民
生
産
力
説

四

a. a. O. S. 460-61， 233・
a. a. O. S. 233， 228 
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P
ス
ト
の
図
民
生
産
力
説

四
四

り
廉
償
陀
生
産
き
れ
る
で
あ
ら
う
乙
と
も
同
様
に
員
賞
で
あ
る
。
従
っ
て
保
護
関
税
に
よ
っ
て
債
値
が
犠
牲
に
さ
れ
る
に
し
て
も
、

そ
の
犠
牲
は
生
産
力
の
獲
得
に
よ
っ
で
償
は
れ
、
生
産
力
は
帰
来
債
値
を
無
限
に
獲
得
せ
し
め
る
の
み
友
ら
や
、
戦
時
に
於
て
も
産

"
 

業
の
樹
立
を
保
設
す
る
。

rか
ら
債
依
の
支
出
は
岡
氏
産
業
育
成
の
代
償
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
要
す
る
に
従
来
の
製
波
が
図
民
の
宮

は
惚
て
の
個
人
の
貯
の
楓
汁
に
池
宮
令
、
件
個
人
の
私
的
利
径
は
一
切
の
閥
家
政
策
よ
り
も
よ
り
よ
〈
常
の
生
産
及
び
蕎
積
そ
促
進

す
る
と
い
ふ
ん
叩
胞
か
ら
、
外
側
人
が
白
山
打
放
任
古
れ
お
刊
割
合
に
の
み
闘
民
皆
川
町
訟
は
最
も
よ
く
繁
楽
す
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
結
論
を

引
出
す
の
は
、

交
襖
債
値
設
と
図
民
生
産
力
説
と
の
混
同
に
上
っ
て
隠
蔽
さ
れ
た
読
掃
で
あ
る
。

差
し
貿
易
統
制
に
よ
っ
て
直
接

に
、
交
換
償
値
の
園
民
的
総
計
で
は
た
く
て
、
同
民
生
産
力
の
総
和
を
増
大
す
る
と
と
が
我
k

の
問
題
だ
か
ら
で
あ
か
。
か
う
言
つ

て
リ
ス
ト
は
保
護
政
策
に
理
論
的
根
擦
を
奥
へ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
交
挨
債
値
説
に
反
針
す
る
リ
ス
ト
園
民
生
産
力
説
の
直
接
営
面

の
目
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。阻

そ
と
で
、

リ
ス
ト
国
民
生
産
力
説
の
歴
史
的
並
に
現
代
的
意
義
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
基
礎
づ
け
る
所
の
保
護
政
策
を

必
要
と
し
た
営
時
の
F
イ
ツ
の
事
情
を
一
際
理
解
し
て
な
か
ね
ば
友
ら
ぬ
。
第
十
九
世
紀
の
前
半
|
!
と
の
時
代
に
リ
ス
ト
(
一
七
八

九
-
-
一
八
四
六
年
)
は
活
躍
し
た
の
で
る
っ
て
、
主
著
『
政
治
経
済
患
の
図
民
的
憶
系
』
は
一
八
四
一
年
に
出
た

l
lド
イ
ツ
に
於
て

は
商
業
資
本
は
既
に
高
度
の
褒
展
を
と
げ
て
ゐ
た
が
、

そ
れ
は
ま

r産
業
資
本
に
特
化
せ
十
l
j
乙
の
特
化
即
ち
産
業
革
命
は
一
八

阿

0
年
代
特
に
一
八
四
八
年
以
後
急
激
に
始
ま
っ
た
|
|
産
業
特
に
工
業
の
設
展
後
れ
、
支
配
的
た
産
業
は
農
業
で
あ
っ
て
、
政
権

は
土
地
貴
族
階
級
に
よ
っ
て
確
守
さ
れ
、
小
邦
分
立
し
て
近
代
的
園
家
統
一
は
勿
論
園
内
市
揚
の
統
一
さ
へ
ま
だ
賓
現
さ
れ
て
ゐ
な

a. a. O. S. 134-35， 74・
a. a. O. S. 262-63 
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謀
議
主
主
ぷ
公
判

nJZ

事

宅
金

2
2
t
f若
者
主
総
溜
聾
璽

か
っ
た
。
然
る
に
イ
ギ
リ
ス
及
び
フ
ラ
ン
ス
に
於
て
は
園
家
統

-
産
業
革
命
は
既
に
一
一
腹
完
了
し
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
に
於
て
は
産

業
資
本
は
不
動
の
地
位
を
築
き
上
げ
て
世
界
市
場
を
席
巻
し
、
自
由
貿
易
を
そ
の
綱
領
と
し
て
掲
げ
さ
へ
し
て
ゐ
た
。
未
成
熟
左
ド

イ
ツ
産
業
資
本
は
こ
れ
に
抗
し
得
守
、
圏
外
市
場
は
勿
論
、
圏
内
市
場
も
そ
の
際
捌
に
委
さ
ね
ば
な
ら
た
か
っ
九
。
か
a
A

る
事
情
の

下
に
於
て
ド
イ
ツ
で
先
づ
要
求
さ
れ
た
の
は
近
代
的
岡
家
統
一
の
完
成
と
そ
れ
に
よ
る
産
業
特
に
工
業
の
後
展
に
封
ず
る
保
護
助
長

と
で

b
っ
た
。
而
し
て
そ
れ
は
ド
イ
ツ
闘
民
の
要
求
で
あ
る
主
同
時
に
、
よ
り
一
居
未
成
熟
左
ド
イ
ツ
産
業
資
本
の
要
求
で
あ
っ

た
。
蓋
し
圃
民
全
躍
の
利
盆
は
図
民
一
部
の
利
益
を
媒
介
と
し
て
の
み
資
現
さ
れ
得
た
か
ら
で
あ
る
。
リ
ス
ト
は
、
外
は
イ
ギ
リ
ス

フ
ラ
ン
ス
特
に
前
者
の
一
産
業
資
本
に
針
し
、
内
は
強
聞
な
封
建
的
勢
力
に
針
し
で
、
ド
イ
ツ
闘
氏
の
名
に
於
て
未
成
熟
な
ド
イ
ヴ
底

業
資
本
一
社
代
締
し
た
の
で

b
器。

そ
の
た
め
に
彼
が
家
つ
六
反
動
勢
力

κよ
る
迫
害
と
庫
週
、
そ
れ
に
針
す
る
執
拘
友
闘
争
の
一
歴
史

に
つ
い
て
い
こ
k
k
繰
返
へ
す
ま
い
ο

と
も
か
く
彼
は
下
イ
ツ
市
民
革
命
の
た
め
に
・
一
身
を
棒
げ
つ
く
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に

F

イ
ツ
資
本
主
義
の
愛
展
に
封
す
る
彼
の
輝
し
い
功
績
が
あ
る
と
同
時
に
、

彼
が
ド
イ
ツ
園
民
の
名
に
於
て
想
起
さ
れ
る
所
以
が
あ

る。
従
っ
て
リ
ス
ト
の
図
民
生
産
力
説
は
先
令
国
民
全
健
の
立
場
に
於
て
評
債
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
彼
は
資
本
主
義
経
済
の

生
成
と
共
に
帯
出
展
し
て
来
る
枇
曾
的
生
産
力
を
園
民
生
産
力
に
於
て
把
握
し
た
。
寅
際
彼
の
主
張
す
る
如
く
、
持
働
力
・
自
然
カ
・
物

質
的
資
本
等
の
生
産
諸
力
が
図
民
領
土
の
自
然
的
性
質
・
図
民
の
素
質
・
園
民
文
化

l
l国
民
の
経
済
的
・
政
治
的
・
法
律
的
・
精
神
的
・

諸
闘
係
並
に
そ
の
歴
史
的
侍
統
等

l
iに
上
っ
て
制
約
さ
れ
る
と
と
、
而
し
て
生
産
諸
力
を
図
民
的
た
ら
し
め
る
図
民
の
経
済
的
・

政
治
的
・
法
律
的
・
精
神
的
諸
関
係
が
そ
れ
白
樫
園
民
生
産
力
の
一
契
機
で
あ
る
と
と
は
承
認
し
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。
か
く
の
如
〈
.

F

ス
ト
白
園
民
生
産
力
説

一
一
四
五

加之農業闘としてりドイ?の封イー干リ λ 農産物職自はイギリス白穀物保例に
よって阻止されてゐた。 との事情に制約されて Listは農業に保護政策を適
用しなhりた o a. ~. O. S. 10， 7off.:. :?79~r.， 495侃
M. E. I-Iirst， Life of Friedlich Lislt'l Londoll 1909; F. Lenz， Friedlich List， 
der Mann und dil5 Werk， Munchen 1936 
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P
Z
ト
の
図
民
生
産
力
話

二
四
六

生
産
諸
カ
は
岡
民
的
基
礎
を
も
ち
、

そ
の
上
で
褒
展
す
る
も
の
友
の
で
る
る
が
、
而
も
そ
の
発
展
は
一
鷹
圏
民
会
惜
の
利
盆
と
一
致

ず
る
。

乙
れ
が
理
解
さ
る
べ
き
第
二
の
黙
で
あ
る
。
リ
ス
ト
に
於
て
は
闘
民
生
産
力
の
費
展
は
工
業
力
の
育
成
に
よ
っ
て
可
能
な
の

で
あ
る
が
、
工
業
力
の
育
成
は
工
業
者
に
の
み
有
利
及
の
で
は
な
く
て
、
農
業
者
特
に
地
主
に
も
下
回
庶
階
級
の
人
々
に
も
有
利
で
あ

し
特
に
下
居
階
級
の
生
活
向
上
に
つ
い
て
彼
は
か
う
言
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
普
通
身
分
の
低
い
人
々
の
覧
津
と
呼
ん
で
非
難
さ
れ

町
市
。
役
人
や
地
代
生
前
者
誌
は
、
持
働
者
が
コ
ー
ヒ
ー
に
砂
踏
を
入
れ
て
飲
む
と
い
っ
て
吃
橋
仰
天
し
、
州
民
夫
が
山
川
版
紅
毛
皮
と
換

へ
る
と
い
っ
て
悲
し
み
、
女
中
が
や
が
て
主
婦
と
区
別
さ
れ
友
〈
左
ら
う
と
い
っ
て
恐
れ
る
。
そ
し
で
彼
等
は
数
世
紀
前
の
服
装
制

限
や
消
費
制
限
を
賞
讃
す
る
。
然
し
勢
働
者
が
富
絡
宏
人
々
と
同
じ
様
に
衣
食
す
る
図
々
に
於
け
る
持
働
能
率
と
粗
末
な
衣
食
に
浦

足
し
て
ゐ
る
悶
々
に
於
け
る
そ
れ
と
を
比
較
す
る
た
ら
ば
、
享
受
の
増
大
が
一
般
稿
祉
の
犠
牲
に
於
て
ピ
は
た
く
て
、
生
産
諸
力
の

護
展
か
ら
起
っ
た
と
い
ふ
こ
と
が
分
る
で
あ
ら
う
。
服
装
や
消
費
の
制
限
は
枇
舎
大
衆
の
努
力
を
抹
殺
し
、
怠
惰
と
因
習
を
助
長
す

る
に
過
ぎ
友
い
と
凶
と
L
K
我
々
は
岡
民
全
健
の
立
場
が
現
は
れ
て
ゐ
る
の
を
み
る
。
然
し
彼
が
第
働
者
・
農
民
の
利
盆
に
閥
心
す

る
所
は
極
め
て
少
い
。
工
業
力
の
育
成
が
圏
民
全
慢
の
利
益
に
矛
盾
し
泣
い
と
主
張
す
る
揚
合
に
彼
が
最
大
の
関
心
を
示
し
て
ゐ
る

の
は
土
地
貴
族
階
級
で
あ
る
。
そ
こ
に
封
建
的
勢
力
に
艶
し
て
闘
民
の
名
に
於
て
産
業
資
本
家
階
級
を
代
崩
し
た
黙
が
明
瞭
に
現
は

れ
て
ゐ
る
。
か
く
の
如
く
園
民
全
健
と
い
ふ
も
の
も
歴
史
的
に
は
制
限
さ
れ
た
形
を
と
ら
ぎ
る
を
得
友
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
と
で

我
々
は
図
民
生
産
力
説
の
市
民
的
側
面
を
吟
味
し
友
け
れ
ば
友
ら
な
い
。

五

リ
ス
ト
は
図
民
生
産
力
設
を
交
換
債
値
説
か
ら
区
別
し
、
図
民
の
富
・
生
産
的
等
の
概
念
を
生
産
力
か
ら
規
定
し
た
。
総
じ
て
俗

Das nationo.le System， S. 334 ff. 74配

a. a. O. S・4'2-'
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内
市
民
経
済
摩
が
交
換
償
値
を
そ
の
針
象
の
綿
て
と
す
る
の
に
謝
し
て
、
開
民
生
産
力
を
強
調
し
た
舗
、
特
に
関
家
を
生
産
力
に
於

て
把
握
し
た
献
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
然
し
所
謂
岡
民
生
産
力
は
、
彼
が
意
闘
し
た
如
き
資
本
主
義
枇
舎
に
於
て
は
、
質
は

ず
骨
骨
骨
…
U

此
刷
世
か
で
あ
る
。
だ
か
ら
岡
民
生
産
力
を
潜
勢
態
に
於
一
け
る
宮
と
す
る
の
は
疋
し
い
と
し
て
も
、
そ
れ
を
願
勢
態
と
同

一
視
す
る
の
は
概
念
的
紛
滑
で
あ
っ
て
、
資
本
主
義
世
舎
に
於
て
は
生
向
力
の
発
展
段
交
換
慣
値
の
増
加
と
し
て
現
は
れ
、
そ
れ
に

沼

よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
、
叉
交
換
債
値
の
増
殖
は
生
産
力
焚
展
の
結
果
で
あ
る
と
同
時
に
原
因
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
そ
リ
ス
ト
が
極
力

排
撃
す
る
ス
ミ
ス
は
交
換
債
値
の
増
殖
を
通
ビ
て
生
産
力
の
禁
展
を
み
た
の
で
あ
り
、
関
民
生
産
力
説
は
交
換
債
値
設
を
否
定
し
つ

L
A

そ
れ
と
結
び
付
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
リ
ス
ト
は
イ
ギ
リ
ス
産
業
資
本
に
到
し
て
ド
イ
ツ
産
業
資
本
を
代
鰐
し
た

〉

-Y
〉

》

号

、

グ
仇
ザ
」

Jρ
凶

U

J

r

一3
判
UM

そ
の
た
め
一
際
ス
ミ
ス
並
に
ぞ
の
製
汲
に
反
針
し
、
去
の
費
問
巳
こ
と
そ
遣
っ
た
形
で
王
張
し
た
と
も
い
へ
る
。

そ
こ
で
前
一
安
た
め
は
変
換
剛
山
似
の
創
治
と
い
ふ
限
定
K
於
け
る
悶
民
生
産
力

k
m献
ず
る
闘
民
生
時
関
係
の
問
閣
で
あ
る
。
リ
九

ト
が
理
想
と
し
た
経
済
形
態
は
経
済
的
自
由
|
|
貿
易
統
制
も
自
由
貿
易
を
目
指
し
て
に
他
な
ら
な
か
っ
た
1

1

の
支
配
す
る
営
時

の
イ
ギ
リ
ス
に
み
ら
れ
た
個
人
主
義
経
済
組
織
郎
ち
資
本
主
義
経
済
で
る
っ
た
。
所
で
そ
と
で
は
図
民
生
産
力
は
そ
の
契
機
に
分
解

さ
れ
て
個
人
に
所
有
さ
れ
て
ゐ
る
。
労
働
力
は
努
働
者
に
、
自
然
力
は
土
地
所
有
者
に
、
資
本
は
資
本
家
に
。
そ
し
て
と
れ
ら
を
綜

合
し
て
得
ら
れ
る
閲
民
生
産
力
は
、
関
民
全
慢
に
よ
っ
て
ピ
は
な
く
て
、
資
本
家
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
ゐ
る
。
印
ち
そ
れ
は
主
韓

的
に
は
資
本
家
の
生
産
力
と
し
て
、
針
象
的
に
は
資
本
の
生
産
力
と
し
て
現
は
れ
る
。
而
し
て
こ
L
に
資
本
と
は
リ
ス
ト
の
考
へ
る

如
き
翠
な
る
物
質
的
生
産
手
段
で
は
左
く
て
、
交
換
憤
値
否
徐
剰
債
値
の
獲
得
手
段
で
あ
る
。
資
本
が
飴
刺
債
値
獲
得
の
力
と
左
る

如
く
、
貸
付
資
本
は
利
子
を
、
土
地
は
地
代
を
、
持
働
力
は
弁
貨
を
取
得
す
る
力
と
友
る
。
こ
れ
が
資
本
主
義
枇
曾
陀
於
け
る
園
民

リ
λ

ト
の
園
民
生
産
力
説

二
四
七

必よ
究
官
事

Gide et Rist， Histoire， p. 319 n 一向問書によれば List の生還力設の淵
源は Dupin，Situation progr目、ivi~ de~， Forces de la France， Pari凶 I827にあ
る在。一一-w.Roscher; .Geschichte d. Nationalokonomie in Deutsch1and， 2. 
Aufl. 1924. S. 984， B. Hildebr~lI1d.， Die _ N~tionalökonomie d. Gegenw:lrt u. 
Zukunft， Bd. 1. Fr..nkfurt a. M. 1848， ~ 18 
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F
Z
ト
由
図
民
生
産
力
説

四
A 

の
生
産
関
係
|
|
そ
れ
を
リ
ス
ト
は
自
然
護
生
的
た
同
氏
分
業
並
に
協
業
に
於
て
し
か
考
へ
た
か
っ
た
が
1

1

の
根
本
的
友
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
政
治
的
・
法
律
的
・
精
神
的
等
の
諸
闘
係
が
封
癒
す
る
。
彼
が
と
れ
ら
一
切
の
枇
舎
関
係
が
生
産
力
を
規
定

し
、
従
っ
て
そ
の
限
り
そ
れ
ら
が
岡
民
生
産
力
の
源
泉
ず
る
る
と
考
へ
、

と
れ
ら
の
諸
闘
係
を
努
一
草
。
調
整
す
る
と
と
に
よ
っ
て
図

民
生
産
力
の
愛
展
を
企
聞
と
し
た
の
は
全
く
匹
し
か
っ
た
q

資
際
市
民
的
図
民
生
産
閲
係
の
下
に
於
て
閣
民
生
産
力
は
巨
大
友
稜
展

神

F

輔

副

一

λ

F

，

ゆ

を
と
け
宍
泊
ら
亡
底
石

燃
し
闘
民
生
産
力
が
務
一
太
一
の
生
注
力
と
し
ご
羽
は
れ
ね
ば
た
ら
や
、

l
i
l
t
-
-
t〉

;
1
・
-
一

耐
も
そ
れ
泊
隊
長
諸
問
V
一
致
問
?
に

沿
か
れ
守
し
て
無
自
質
的
必
然
に
放
任
さ
れ
て
ゐ
る
所
に
矛
盾
が
滞
在
す
る
。
矛
盾
と
い
ふ
の
は
園
民
生
産
力
が
必
や
し
も
図
民
全

躍
の
利
盆
と
一
致
し
泣
い
ム
」
い
ふ
と
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
岡
民
生
産
力
の
護
展
と
共
に
現
寅
化
し
、
そ
の
結
果
絡
に
図
民
生

定
性
関
係
並
に
共
他
の
枇
品
間
関
係
は
図
民
生
産
力
の
契
機
た
る
こ
と
を
止
め
一
」
そ
の
破
壊
的
契
機
に
醇
化
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

u
y

ス
ト
は
或
程
度
と
の
矛
盾
を
知
っ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
そ
の
解
決
を
過
剰
生
産
力
の
囲
外
移
出
に
求
め
た
。
言
ふ
所
は
凡
そ
か
う
で
あ
る
。
文
明
白

影
響
下
に
人
口
・
精
神
力
・
物
質
的
資
本
は
、
そ
れ
が
必
然
的
に
未
開
拓
の
諸
凶
に
溢
出
せ
ざ
る
を
得
な
い
ま
で
に
噌
大
ナ
る
。
も
し
一
困
民
に
於
て
、

人
口
が
生
活
資
料
の
生
産
よ
り
も
よ
り
多
く
帯
殖
し
、
資
本
蓄
積
大
に
し
て
終
に
一
園
内
に
投
下
部
面
を
み
な
く
な
り
、
梢
械
が
多
〈
て
失
業
を
港
起

し
、
製
造
口
聞
が
過
剰
と
な
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
産
業
・
文
明
・
寓
及
び
力
が
一
図
民
に
よ
う
て
湖
占
さ
れ
、
多
〈
の
耕
作
可
能
の
土
地
が
野
獣
の
棲
む
に

ナ
ト
ウ

l
L
W

、

委
せ
ら
れ
、
人
類
の
大
部
分
が
野
磁
・
貧
凶
・
無
智
に
沈
潜
し

τ
ゐ
る
こ
と
圭
自
然
が
欲
し
な
い
?
と
い
斗
こ
と
の
詩
左
で
あ
る
o

文
明
諸
岡
民
は
不
易

、
、
、
、

の
自
然
法
則
に
よ
っ
て
不
可
越
的
に
そ
の
生
産
力
を
未
閥
諸
国
に
移
す
。
貨
に
地
球
上
の
総
て
の
園
民
・
総
て
の
闘
土
の
開
化
は
文
明
諸
岡
民
の
聯
合

に
よ
っ
て
の
か
困
却
さ
れ
得
る
同
聞
の
使
命
で
る
る
。
こ
込
に
生
産
力
白
高
民
的
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
傾
向
を
無
視
し
た
L
め
に
、
例
へ
ば
マ
ル
サ
ス
は
人

口
制
限
の
諜
り
に
陥

P
、
チ
ヤ
ル
マ

l
宇
ト
レ
ン
ス
は
資
本
の
噌
大
・
無
制
限
の
生
産
は
災
怒
で
あ
る
と
言
ひ
、
シ
ス
モ
ン
デ
イ
は
工
揚
を
公
安
に
害

あ
る
も
?
と
考
へ
た
。
然
し
そ
れ
は
側
々
の
闘
民
の
現
在
の
献
態
の
み
を
自
に
し
て
、
全
世
界
白
朕
態
及
び
人
類
白
勝
来
白
匙
歩
を
顧
慮
し
な
い
も
の

で
る
る
、
と
言
っ
て

p
z
ト
は
人
類
生
産
力
を
単
な
る
闘
民
的
観
動
か
、
b
判
断
す
る
者
に
反
封
ナ
ぶ
。
尤
も
彼
は
、
こ
の
人
類
生
産
力
に
基
〈
図
際
的
な

る
分
莱
並
に
生
産
諸
力
。
結
合
は
民
誠
一
両
の
も
り
で
は
る
る
が
、
戦
学
・
品
川
凶
白
政
策
邑
甲
山
偶
然
の
事
件
に
よ
っ
て
破
接
さ
れ
易
い
が
敢
に
、
図
民
分
業

Da邑 n:1tionaleSystem， S. 297-17・ーーさきに我々は、 Liistの園民鯉沸昼が蔦
民経済皐を止揚せんとするもりであることを知ったが、(前掲拙稿)こムでそ
の最も具控的な面を与る詫である o
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旬

並
に
生
産
諾
力
。
国
民
的
結
合
を
主
と
し
、
前
者
を
こ
れ
に
従
属
せ
し
め
る
こ
と
が
各
岡
氏
自
利
益
だ
と
考
へ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
〈
、
彼
が
生
産
ガ

の
人
類
的
側
同
を
み
て
ゐ
る
の
は
全
く
王
し
い
。
然
し
資
本
主
義
枇
舎
に
於
て
は
人
類
生
産
力
も
閑
民
生
産
力
と
同
ピ
〈
資
本
白
生
産
力
と
し
て
現
は

れ
る
。
資
本
の
利
潤
闘
争
が
人
類
生
産
力
を
帯
大
せ
し
め
る
こ
と
は
疑
ひ
な
き
事
貨
で
あ
る
が
、
然
し
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
人
類
全
捜
の
利
盆
と
一
致

し
な
い
、
。
品
な
ら
ず
閣
内
的
に
は
凶
民
全
樫
の
利
盆
と
も
矛
盾
し
得
る
。
つ
ま
り
市
民
的
生
産
閥
係
の
下
に
包
掃
し
き
れ
な
い
生
産
カ
田
園
外
移
出

も
か
の
矛
盾
を
解
消
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
を
抜
大
し
困
際
的
に
す
る
に
過
ぎ
な
い
白
で
る
る
。

闘
際
闘
争
は
、
競
争
の
濁
占
へ
の
輔
化
と
共
に
、
保
建
闘
税
を
し
て
濁
占
闘
税
に
特
化
せ
し
め
た
。
リ
ス
ト
の
み
る
所
を
以
て
す

れ
ば
保
護
の
必
要
左
ら
ざ
る
所
に
そ
れ
が
要
求
さ
れ
詐
輿
さ
れ
た
詳
で
あ
る
。
平
和
が
由
主
ま
れ
得
た
所
に
賓
現
し
た
の
は
戦
争
で
あ

っ
た
。
岡
民
の
官
絡
が
約
束
さ
れ
た
の
に
民
衆
は
窮
乏
し
、
恐
慌
・
失
業
等
に
苦
し
ま
ね
ば
友
ら
左
か
っ
た
。

リ
ス
ト
の
主
張
が
大

臆
寅
現
さ
れ
た
時
ド
イ
ツ
が
否
世
界
が
経
験
し
た
も
の
は
と
れ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
た
ほ
し
つ
ー
ミ
あ
る
ち
の
も
こ
れ
?
あ
る
。
登

し
彼
の
考
ふ
る
所
と
反
謝
の
も
の
が
結
岡
市
せ
ざ
る
を
得
友
か
っ
た
の
は
、
彼
の
主
張
が
市
民
的
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら

な
あ
5
0

リ
ス
ト
は
市
民
的
友
も
の
に
よ
っ
て
闘
民
全
樫
的
な
も
の
を
貫
現
せ
ん
と
し
た
。
然
る
に
今
や
市
民
的
な
も
の
は
図
民
会
躍
的
な

も
の
と
矛
盾
す
る
に
至
っ
た
。

と
の
時
に
営
っ
て
市
民
的
た
る
も
の
を
閥
民
会
醐
極
的
た
も
の
に
よ
っ
て
保
持
し
隠
蔽
す
る
た
め
に
リ

ス
ト
は
呼
返
へ
さ
れ
て
ゐ
る
含
寅
際
リ
ス
ト
は
、
圏
内
分
裂
の
岡
氏
的
統
了
岡
家
槽
力
の
伸
張
・
列
強
の
座
迫
に
封
ず
る
防
衛
・
軍

備
充
寅
・
領
土
擦
張
等
身
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
通
や
る
多
く
の
も
の
を
も
ち
、
彼
の
市
民
的
岡
民
主
義
は
、
今
そ
の
ま
L
適
用
さ
れ
L
ば、

フ
ァ
シ
ズ
ム
と
し
て
通
用
す
る
。
然
し
そ
れ
は
営
時
の
ド
イ
ツ
に
於
で
は
進
歩
的
で
あ
り
得
た
の
で
あ
る
。
部
ち
国
民
生
産
力
説
は

一
一
切
の
図
民
一
位
曾
闘
係
を
生
産
力
の
源
泉
と
し
、
封
建
的
危
そ
れ
を
曲
製
革
す
る
と
と
に
よ
っ
て
国
民
生
産
力
就
中
工
業
力
を
稜
展
せ

し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
そ
の

E
し
き
理
解
は
却
っ
て
、
園
民
生
産
力
愛
展
の
た
め
に
は
今
や
市
民
的
た
闘
民
生
産

闘
係
共
他
の
祉
舎
闘
係
を
崎
製
革
す
る
こ
と
が
そ
の
不
可
訣
の
僚
件
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
で
は
友
か
ら
う
か
。

リ
ス
ト
O

園
民
生
産
力
設

四
九

a. a. O. S. 253. 
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